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意見交換会の様子（1月21日　愛知文教女子短期大学にて）　詳細は次ページ以降に掲載しています。

議員研修会の様子

議
員
研
修
会
を
開
催

表
彰

　
２
月
25
日
に
「
情
報
社
会
に
お
け

る
地
方
公
共
団
体
の
あ
り
方
」を
テ
ー

マ
に
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
で

あ
る
伊
藤
昭
浩
氏
を
迎
え
、
情
報
社

会
に
お
け
る
現
状
や
動
向
を
踏
ま
え
、

稲
沢
市
が
今
後
の
さ
ら
な
る
情
報
化

に
対
応
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
を
中
心
に
情
報
化
へ
の
対
応
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
愛
知
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
小
牧
市
）
に
お
い
て
、
川
合
正
剛

前
議
長
、
六
鹿
順
二
前
副
議
長
に
正

副
議
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
津

市
）
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
議
員
15
年
表
彰

　
本
会
議
は
、
市
役
所
３
階
の
議
場

で
午
前
９
時
30
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
次
回
開
催
の
６
月
定
例
会
会
期

日
程
（
案
）
を
ご
案
内
し
ま
す
。

６
月

　
6
日
（
木
） 

開
会

　
13
日
（
木
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
14
日
（
金
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
17
日
（
月
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
18
日
（
火
） 

質
疑
・
一
般
質
問
予
備
日

　
19
日
（
水
） 

総
務
委
員
会

　
20
日
（
木
） 

文
教
厚
生
委
員
会

　
21
日
（
金
） 

経
済
建
設
委
員
会

　
24
日
（
月
） 

委
員
会
予
備
日

　
25
日
（
火
） 

委
員
会
予
備
日

　
26
日
（
水
） 

議
会
運
営
委
員
会

　
27
日
（
木
） 

閉
会

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

6
月
定
例
会
開
催
予
定

■ 意見交換会を開催しました Ｐ２～Ｐ４
■ 議会報告会を開催します Ｐ５
■ ホームページをリニューアルしました Ｐ６
■ ３月定例会
　　　 平成31年度予算 Ｐ７
　　　 各会計当初予算比較表 Ｐ８
　　　 質疑・一般質問　11人が一般質問 Ｐ８～Ｐ１３
　　　 議決結果 Ｐ１４
　　　 賛否表、同意案、請願、意見書、発議案 Ｐ１５
■ 議員研修会、議員表彰、６月定例会開催予定等 Ｐ１６

六鹿順二議員 川合正剛議員杤本敏子議員杉山茂和議員 長屋宗正議員

※ 残余分については、市へ返還しています

（単位：円）
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■ グループ割  Aグループ
■ 開 催日時 平成31年1月21日（月）15：00～16：30
■ テ  ―  マ 「稲沢市の好きな所と嫌いな所を語ろう」
■ 団　体　名 愛知文教女子短期大学

■ グループ割  Ｂグループ
■ 開 催日時 平成31年1月26日（土）10：00～11：30
■ テ  ―  マ 「稲沢市の好きな所と嫌いな所を語ろう」
■ 団　体　名 稲沢ガーベラーズ

「
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

＜稲沢市の好きなところ＞
● 一宮市、名古屋市に近くて便利である。
● 春に桜、梅雨にアジサイ、秋はイチョウ、季節ごとに花が咲いて、良い街という印象である。
● 公園が多く、子どもがよく遊んでいる印象。季節ごとにイベントがあって、良い。

＜稲沢市の嫌いなところ＞
● 自転車通学だが、段差や街路樹による凹凸があり、危ない。細い道でも車のスピードが速く怖
　 い。夜は道が暗い。不審者がいたこともある。
● 国府宮駅前に居酒屋が多く、深夜でもうるさい。ゴミも多い。居酒屋の営業時間を限るなど、
　 周囲に迷惑のないよう改善されると良い。
● チェーン店しかなく、ここでしか食べられない店がない。

＜稲沢市を良くしていくために＞
● 駅の近くだと何もできない。移動するためだけの駅になっているので、駅にイートインなど留
　 まれる場所があると良いと思う。
● 日曜日はコミュニティバスが動いておらず使いにくい。また、乗り場も分かりにくい。
　 manacaが使え、学割があると良い。
● インスタグラムを使って、出かけることが多い。パワースポットがあると良い。

＜稲沢市の好きなところ＞
● 古い町並みがあり、国府宮神社という格式のある神社があり、自然と融合している。
● 田んぼが多くていい。子どもを連れて、サリオパーク祖父江によく行く。変わった滑り台があ
　 って遊ばせやすい。
● 名古屋まで行かなくても、稲沢で事足りる。ショッピングセンターやスーパーが結構あり、品
　 物が安く買い物がしやすい。食品など新鮮な物がある。

＜稲沢市の嫌いなところ＞
● 踏切で交通渋滞、踏切が開かない。
● 子どもが雨の日に遊ぶところがない。
● 駅周辺に雪が降ると稲沢から出られない。バスがもっと本数があるといい。

＜稲沢市を良くしていくために＞
● 国府宮地域を下津地区のように再整備し、遊べるところができるといい。
　 稲沢はいいところがいっぱいあるが、バラバラにある。本町は一方通行である。休憩しながら
　 羽二重餅の店や古い民家を巡ることができればいい。
● サリオパーク祖父江は、バーベキュー、ウィンドサーフィンに遊びに来てくれる。整備をすれ
　 ば人が来ると思う。食べるところがあるといい。

３グループに分かれて意見
交換会を行いました。
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■ グループ割  Ｃグループ
■ 開 催日時 平成31年1月26日（土）10：00～11：30
■ テ  ―  マ 「稲沢市の好きな所と嫌いな所を語ろう」
■ 団　体　名 大里中学校ＰＴＡ　ＯＢ会
　　　　　　　  稲西小おやじの会

「
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

＜稲沢市の好きなところ＞
● 野菜をもらったり、コミュニケーションがあったり、田舎のエリアの交流が盛んである。
● 文化環境が整っている。
● 水が美味しい。

＜稲沢市の嫌いなところ＞
● 若い人、転入してきた人が参入しづらい。
● 何かを聞く際に、どこに聞けばよいのか分からない。情報の発信力不足である。
● ホテル、飲食店が少なく、交流できる場がない。

＜稲沢市を良くしていくために＞
● フェイスブック更新の頻度をもう少し多くし、ＰＤＦファイルを添付するなど、より踏み込ん
　 だ対応をして欲しい。
● 稲沢出身の著名人を観光大使に任命し、ＰＲ効果を図る。
● 個々の地域が盛り上がることで、稲沢市全体が盛り上がることに繋がると思う。
● 住宅を建てる規制の見直しをすべき。

意見交換会の詳細につきましては、ホームページにも掲載していますので、是非ご覧ください。

稲沢市勤労福祉会館 ２階 各研修室

令和元年５月18日（土）令和元年５月18日（土）
を開催します

午前10時～11時40分終了予定

申し込みは不要です
直接会場にお越しください
議員一同お待ちしております

昨年の議会報告会の様子

日時

会場

報告会と懇談会の２部制で開催します

・平成31年度予算への質問等の報告
・市民の生活に関する審議等の報告

各委員会のテーマについての意見交換会です

総 務 委 員 会：新分庁舎について
文教厚生委員会：認知症予防について
経済建設委員会：おまつり、イベントの賑わい
 　　　　　  創出について

【報告会】

【懇談会】
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意
見
交
換
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催
し
ま
し
た
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「子育て・教育」「まちの基盤づくり」のための主な新規（拡充）事業

ホームページをリニューアルしました
（本会議の映像・会議録が見られます）
ホームページをリニューアルしました
（本会議の映像・会議録が見られます）

稲沢市ホームページ　トップページから 稲沢市議会　トップページ  

録画映像欄の再生ボタンを押すと、映像
が流れます。

この画面が
出るまで下へ
スクロール

クリック！ 稲沢市議会 をクリック

本会議録画映像 をクリック

議会会議録検索 をクリック

ご覧になりたい日程をクリックする
と、会議録が見られます。

クリック！

クリック！

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か

ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
条
例
関
係
議
案
13

件
、
法
定
議
決
議
案
2
件
、
予
算

関
係
議
案
16
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

13
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
し
た

総
務
・
文
教
厚
生
・
経
済
建
設
の

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
人
の
議
員
が
市
政
全

般
に
対
す
る
質
疑
・
一
般
質
問
を

７
・
８
・
11
日
の
３
日
間
で
行
い

ま
し
た
。

（
主
な
質
問
及
び
答
弁
は
８
〜
13

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
最
終
日
の
採
決
の
結
果
、
す
べ

て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

（
議
決
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
、
賛
否

表
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

※予算額は万円未満切り捨て

９１０万円

幼児教育無償化事業
令和元年 10 月から幼稚園、保育園、認
定こども園等の授業料、保育料及び利用
料を３歳から５歳児の全世帯を対象に無
償化する。

鉄道高架調査事業
名鉄国府宮駅付近で計画している鉄道高
架化に係る本線線形及び仮線・仮駅の影
響範囲等を検証する。

中央子育て支援センター
開所・運営事業　
令和２年２月に中央子育て支援センター
を開所し、子育て支援の充実を図る。

１,７００万円

児童相談システム
導入事業
児童虐待防止対策にあたり、円滑な支援
を実施するためのシステムを導入する。

１,９３５万円

第２子・第３子以降の
副食代無料化事業
令和元年 10 月から開始される幼児教育
の無償化の対象外（年収 360 万円未満
相当世帯などは除く）である副食代を、
本市が実施している第２子・第３子以降
児の授業料・保育料無償化世帯を対象に
副食代を無料化する。

７８６万円

（仮称）イチョウ
見本園整備事業
「祖父江ぎんなん」のさらなるブランド
化の強化・確立を図るため、代表品種の
保全を行い、また県内外にＰＲする場と
して、（仮称）イチョウ見本園を整備す
るための設計業務等を行う。

４億４,３８４万円

おでかけタクシー
実証実験事業
本年４月から大里西市民センター地区及
び平和支所地区にて高齢者・障がい者な
どの交通弱者への外出支援事業として、
実証実験を実施する。

１,１４０万円

クレジット・ペイジー
収納システム導入事業
令和２年４月から市税等のクレジット
カード決済及びペイジー（ネットバンキ
ング）決済による収納業務を実施し、納
税者の利便性向上を図る。

２,２５３万円

ご覧になりたいところを
クリックしてください。



「子育て・教育」「まちの基盤づくり」のための主な新規（拡充）事業

ホームページをリニューアルしました
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ホームページをリニューアルしました
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４
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。
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。
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催
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。
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８
・
11
日
の
３
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。
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※予算額は万円未満切り捨て
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クリックしてください。



大津𠀋敏議員遠藤　明議員
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名
鉄
本
線
連
続
立
体
交
差
化
と

　
国
府
宮
駅
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て

加
藤
市
長
は
３
月
定
例
会
の
施

政
方
針
で
、重
点
課
題
の
１
点

目
に「
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
と
し
て
名
鉄
国
府

宮
駅
周
辺
再
整
備
と
名
鉄
本
線

の
鉄
道
高
架
化
の
検
討
を
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ

た
。鉄
道
高
架
化
に
は
鉄
道
会

社
と
の
協
議
が
必
須
だ
が
、こ

れ
ま
で
の
鉄
道
会
社
と
の
コ
ン

タ
ク
ト
の
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
に
数
回
、名
鉄
と
下

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、鉄
道
高
架
化
に
つ

い
て
前
向
き
な
回
答
を
頂
い
て

お
り
、事
業
の
実
施
に
向
け
て
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
旨
の
お
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。

し
か
し
、鉄
道
高
架
化
は
膨
大

な
時
間
と
事
業
費
及
び
労
力
が

伴
う
事
業
の
た
め
、都
市
側
の

本
気
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
高
架
化
と
国
府
宮
駅
周
辺

再
整
備
は
市
の
大
き
な
取
り
組

み
で
あ
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

今
後
30
〜
40
年
か
か
る
鉄
道

高
架
化
と
リ
ニ
ア
開
業
を
目
標

年
度
と
し
て
い
る
国
府
宮
駅
周

辺
再
整
備
で
は
時
間
軸
が
異
な

る
が
、そ
れ
ぞ
れ
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

国
府
宮
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、

鉄
道
高
架
化
を
見
据
え
た
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
ま
ち
づ
く
り

を
描
き
、駅
前
広
場
の
改
修
と

あ
わ
せ
て
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い

賑
わ
い
の
あ
る
空
間
を
生
み
出

す
た
め
の
再
整
備
に
最
優
先
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

手
話
言
語
条
例
制
定
後
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
30
年
12
月
議
会
で
稲
沢
市

手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。市
民
に
理
解
、普
及
さ
れ
、

活
き
た
条
例
に
な
る
よ
う
に
願

う
が
、来
年
度
の
関
連
事
業
に

つ
い
て
は
。

４
つ
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

１
つ
目
は
条
例
制
定
の
１
年
後

の
12
月
21
日
に
市
民
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、２
つ
目
は
小
学

校
高
学
年
の
児
童
、中
学
生
及

び
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

夏
休
み
手
話
言
語
講
座
の
開
催
、

３
つ
目
は
配
慮
や
援
助
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
を
周
囲
に
伝
え

る
た
め
に
使
用
す
る
障
害
者
支

援
用
バ
ン
ダ
ナ
の
配
付
、４
つ

目
と
し
て
手
話
通
訳
者
や
要
約

筆
記
者
の
派
遣
を
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
り
、手
話
言
語
に
対
す

る
理
解
促
進
、普
及
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

稲
沢
市
手
話
言
語
条
例
関
連
事

業
の
今
後
の
施
策
の
進
め
方
は
。

ろ
う
者
そ
の
他
関
係
者
と
協
議

す
る
場
と
し
て
、当
事
者
で
あ

る
稲
沢
市
聴
覚
障
害
者
福
祉
協

会
及
び
愛
知
県
聴
覚
障
害
者
協

会
、支
援
者
で
あ
る
愛
知
県
手

話
通
訳
問
題
研
究
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
、障
が
い
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、地

域
自
立
支
援
協
議
会
の
権
利
擁

護
推
進
部
会
員
、教
育
委
員
会

や
福
祉
課
職
員
な
ど
に
よ
る

「
手
話
言
語
施
策
推
進
会
議
」

を
設
置
し
て
、イ
ベ
ン
ト
や
講

座
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、

施
策
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

鉄道高架の事例

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A&

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

質疑・一般質問 Q&A

「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
本

市
の
現
状
と
関
わ
り
方
は
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
併
せ
た
申

立
件
数
は
、
平
成
26
年
度
は
４

件
、
27
年
度
は
３
件
、
28
年
度

は
７
件
、
29
年
度
は
６
件
で
あ

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
相
談

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

権
利
擁
護
業
務
の
一
環
と
し
て

周
知・啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

一
般
的
な
説
明
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
い
、

相
談
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
専

門
の
司
法
書
士
団
体
や
社
会
福

祉
協
議
会
へ
繋
い
で
い
く
。
後

見
人
と
な
る
親
族
が
い
な
い
方

や
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方

の
場
合
は
、
関
係
機
関
で
協
議

し
、
申
立
て
を
検
討
す
る
。
申

立
費
用
や
後
見
人
報
酬
の
負
担

が
困
難
な
場
合
は
、
市
が
後
見

人
報
酬
を
助
成
す
る
「
稲
沢
市

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
」
を
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

成
年
後
見
制
度
に
対
し
、
行
政

と
し
て
の
今
後
の
見
解
は
。

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

増
加
に
伴
い
、
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
市

民
の
中
か
ら
一
定
の
知
識
を
身

に
着
け
た
市
民
後
見
人
等
の
養

成
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
福
祉
の
拠
点
と
な

る
新
分
庁
舎
の
整
備
を
図
る
中

で
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

※ 下津陸田土地区画整理事業特別会計については、事業完了に伴い平成30年度をもって廃止しました
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り
た
い
。

鉄道高架の事例

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A&

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

質疑・一般質問 Q&A

「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
本

市
の
現
状
と
関
わ
り
方
は
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
併
せ
た
申

立
件
数
は
、
平
成
26
年
度
は
４

件
、
27
年
度
は
３
件
、
28
年
度

は
７
件
、
29
年
度
は
６
件
で
あ

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
相
談

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

権
利
擁
護
業
務
の
一
環
と
し
て

周
知・啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

一
般
的
な
説
明
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
い
、

相
談
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
専

門
の
司
法
書
士
団
体
や
社
会
福

祉
協
議
会
へ
繋
い
で
い
く
。
後

見
人
と
な
る
親
族
が
い
な
い
方

や
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方

の
場
合
は
、
関
係
機
関
で
協
議

し
、
申
立
て
を
検
討
す
る
。
申

立
費
用
や
後
見
人
報
酬
の
負
担

が
困
難
な
場
合
は
、
市
が
後
見

人
報
酬
を
助
成
す
る
「
稲
沢
市

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
」
を
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

成
年
後
見
制
度
に
対
し
、
行
政

と
し
て
の
今
後
の
見
解
は
。

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

増
加
に
伴
い
、
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
市

民
の
中
か
ら
一
定
の
知
識
を
身

に
着
け
た
市
民
後
見
人
等
の
養

成
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
福
祉
の
拠
点
と
な

る
新
分
庁
舎
の
整
備
を
図
る
中

で
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

※ 下津陸田土地区画整理事業特別会計については、事業完了に伴い平成30年度をもって廃止しました



子
育
て
支
援
・
保
育
の
質
の

　
充
実
に
つ
い
て

児
童
虐
待
に
つ
い
て

最
近
の
児
童
虐
待
の
件
数
増
加

に
対
し
て
、関
係
機
関
の
体
制

は
強
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

平
成
　
年
７
月
に「
児
童
虐
待

防
止
対
策
の
強
化
に
向
け
た
緊

急
総
合
計
画
」が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、す

べ
て
の
子
ど
も
が
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の

強
化
を
目
指
し
、平
成
　
年
12

月
に「
児
童
虐
待
防
止
対
策
体

制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
」が
策
定

さ
れ
た
。こ
の
中
で
、児
童
相
談

所
に
つ
い
て
は
各
専
門
職
の
職

員
、弁
護
士
の
配
置
、一
時
保
護

の
体
制
強
化
な
ど
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
、市
町
村
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
度
ま
で
に
全
市
町

村
に「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」の
設
置
を
す
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
。稲
沢
市
で
は
、こ

の
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い
て
、

新
た
に
設
置
す
る
中
央
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
、再
来
年

度
当
初
か
ら
事
業
を
実
施
す
る

計
画
と
し
て
い
る
。

児
童
虐
待
へ
の
円
滑
な
支
援
を

実
施
す
る
た
め
に
、新
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
児
童
相

談
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果
は
。

一
つ
に
は
、個
々
の
ケ
ー
ス
で

記
録
が
管
理
し
や
す
く
な
り
、

検
索
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
過

去
の
記
録
や
関
連
事
例
の
確
認

が
格
段
に
速
く
な
る
。も
う
一

つ
に
は
、関
係
課
と
の
連
携
の

強
化
が
あ
る
。健
診
の
状
況
や

出
席
状
況
な
ど
の
確
認
が
す
ば

や
く
で
き
、情
報
共
有
も
即
時

に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、子
ど
も
の
見
守
り
、支
援

の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

市
役
所
本
庁
舎
の
ト
イ
レ
環
境
の

　
改
善
に
つ
い
て

杤本敏子議員

渡辺幸保議員

渡辺ちなみ議員

東野靖道議員

30

30

質疑・一般質問 Q&A…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A&

「
溜
め
こ
ん
だ
１
５
２
億
円
は

　
市
民
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

昨
年
市
は
、井
之
口
と
明
治
の

市
営
プ
ー
ル
を
廃
止
し
、そ
の

代
わ
り
と
し
て
今
年
度
は
、稲

沢
西・大
里
東・明
治
の
中
学
校

の
各
プ
ー
ル
を
開
放
し
た
。

市
営
プ
ー
ル
を
廃
止
さ
れ
た
地

区
の
子
ど
も
た
ち
が
、中
学
校

の
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
の
は
例

年
の
１０
分
の
１
ほ
ど
に
大
幅
に

減
っ
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
か

ら
プ
ー
ル
と
い
う
楽
し
み
を

奪
っ
て
ど
う
思
う
か
。

明
治
プ
ー
ル
、井
之
口
プ
ー
ル
、

稲
西
地
区
の
プ
ー
ル
利
用
者
数

を
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。今
後
は
学

校
開
放
プ
ー
ル
の
認
知
度
が
高

ま
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
。

次
々
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
っ

て
約
１
５
２
億
円
も
基
金
を
溜

め
て
き
た
。今
の
子
育
て
世
代

に
、育
て
や
す
い
稲
沢
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
人
口
は
増
え
な
い
。

そ
の
た
め
に
財
源
を
使
う
べ
き

で
は
な
い
か
。今
年
の
夏
休
み

は
、全
て
の
小
学
校
プ
ー
ル
を

開
放
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
持
続
可
能
な
成
長
や
災
害

時
に
必
要
な
基
金
で
あ
り
、全

て
の
プ
ー
ル
の
開
放
は
難
し
い
。

学
校
プ
ー
ル
の
開
放
で
は
、幼

児
は
利
用
で
き
な
い
。「
子
育

て
・
教
育
は
稲
沢
で
！
」と
言

う
の
で
あ
れ
ば
、市
の
東
部
に

温
水
プ
ー
ル
の
建
設
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
的
に
難
し
い
。民
間
開
放

プ
ー
ル
は
、小
学
２
年
生
以
下

は
無
料
で
利
用
で
き
る
の
で
、

利
用
促
進
の
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

施
政
方
針
の
中
に
、「
職
員
が

本
気
で
職
務
へ
取
り
組
め
る
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
」
と
あ
る
が
、

来
庁
者
が
多
く
利
用
す
る
市
役

所
庁
舎
１
階
の
ト
イ
レ
は
、
数

も
少
な
く
多
目
的
ト
イ
レ
以
外

は
全
て
和
式
で
あ
る
。
ま
た
、

1
日
の
大
半
を
過
ご
す
職
員
に

と
っ
て
も
ト
イ
レ
環
境
は
大
事

だ
と
思
う
。

周
辺
の
市
は
、
ほ
と
ん
ど
が
庁

舎
の
建
て
替
え
を
し
て
い
て
、

ト
イ
レ
の
数
も
多
く
全
て
洋
式

で
、
建
て
替
え
を
し
て
い
な
い

市
役
所
で
も
ト
イ
レ
の
改
修
は

さ
れ
て
い
る
。
市
民
か
ら
も
ト

イ
レ
に
関
す
る
苦
情
を
伺
っ
て

い
る
。
来
年
度
に
完
成
予
定
の

新
分
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
洋
式
で

数
も
多
い
の
が
救
い
だ
が
本
庁

舎
は
、
せ
め
て
ト
イ
レ
の
改
修

を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

新
分
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
、
１
階

と
２
階
に
そ
れ
ぞ
れ
男
性
用
小

便
器
を
４
個
、
男
性
用
洋
式
便

器
を
３
個
、
女
性
用
洋
式
便
器

を
５
個
、
多
目
的
用
を
１
個
、

合
わ
せ
て
26
個
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
本
庁
舎
ト
イ
レ
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
建
物
自
体
が

古
く
、
新
た
に
多
目
的
ト
イ
レ

等
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
構
造

上
難
し
い
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
気
持
ち
よ
く
ト
イ
レ
を

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。
今
後
は
、
既
存
の
和
式
便

器
を
洋
式
便
器
に
転
換
す
る
な

ど
少
し
で
も
ト
イ
レ
環
境
が
良

く
な
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
改

善
し
て
い
き
た
い
。

旧
平
和
支
所
跡
地
に
、
認
定
こ

ど
も
園
建
設
の
た
め
平
和
認
定

こ
ど
も
園
選
考
事
業
を
予
算
に

盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
は
平
和
地

区
の
公
立
保
育
園
を
な
く
す
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
民
営
の
認

定
こ
ど
も
園
に
す
る
の
か
。

建
物
の
老
朽
化
、
借
地
解
消
や

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
の
理

由
で
建
築
す
る
も
の
で
、
公
設

公
営
は
整
備
及
び
運
営
が
市
負

担
、
民
設
民
営
は
国
、
県
か
ら

相
応
の
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら

財
源
の
確
保
が
し
や
す
く
、
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対

応
で
き
る
。

公
立
園
で
も
、
施
設
整
備
費
、

運
営
費
に
も
国
か
ら
の
交
付
税

措
置
が
さ
れ
て
い
る
。
公
募
で

ど
ん
な
施
設
に
す
る
の
か
。

平
和
地
区
の
保
育
園
児
の
受
け

入
れ
を
基
本
に
、
障
が
い
児
保

育
な
ど
の
実
施
を
条
件
に
ニ
ー

ズ
を
勘
案
し
、
教
育
と
保
育
が

活
か
せ
る
よ
う
事
業
者
に
工
夫

を
求
め
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
入
所
決
定

は
園
が
行
う
た
め
入
所
の
保
障

が
な
い
。
民
営
は
産
業
化
に
繋

が
る
。
統
合
は
大
規
模
な
収
容

施
設
と
な
り
、
環
境
が
全
く
変

わ
る
。
保
育
の
質
と
子
ど
も
の

育
ち
が
守
ら
れ
る
の
か
。

健
や
か
な
成
長
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
心
身
の
発
達
を
助
け
、
保

護
者
の
支
援
を
行
う
も
の
と
考

え
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
変

わ
っ
て
も
、
教
育
・
保
育
要
領

に
則
り
運
営
す
る
た
め
、
保
育

の
質
と
子
ど
も
の
育
ち
が
守
ら

れ
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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の
子
育
て
世
代

に
、育
て
や
す
い
稲
沢
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
人
口
は
増
え
な
い
。

そ
の
た
め
に
財
源
を
使
う
べ
き

で
は
な
い
か
。今
年
の
夏
休
み

は
、全
て
の
小
学
校
プ
ー
ル
を

開
放
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
持
続
可
能
な
成
長
や
災
害

時
に
必
要
な
基
金
で
あ
り
、全

て
の
プ
ー
ル
の
開
放
は
難
し
い
。

学
校
プ
ー
ル
の
開
放
で
は
、幼

児
は
利
用
で
き
な
い
。「
子
育

て
・
教
育
は
稲
沢
で
！
」と
言

う
の
で
あ
れ
ば
、市
の
東
部
に

温
水
プ
ー
ル
の
建
設
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
的
に
難
し
い
。民
間
開
放

プ
ー
ル
は
、小
学
２
年
生
以
下

は
無
料
で
利
用
で
き
る
の
で
、

利
用
促
進
の
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

施
政
方
針
の
中
に
、「
職
員
が

本
気
で
職
務
へ
取
り
組
め
る
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
」
と
あ
る
が
、

来
庁
者
が
多
く
利
用
す
る
市
役

所
庁
舎
１
階
の
ト
イ
レ
は
、
数

も
少
な
く
多
目
的
ト
イ
レ
以
外

は
全
て
和
式
で
あ
る
。
ま
た
、

1
日
の
大
半
を
過
ご
す
職
員
に

と
っ
て
も
ト
イ
レ
環
境
は
大
事

だ
と
思
う
。

周
辺
の
市
は
、
ほ
と
ん
ど
が
庁

舎
の
建
て
替
え
を
し
て
い
て
、

ト
イ
レ
の
数
も
多
く
全
て
洋
式

で
、
建
て
替
え
を
し
て
い
な
い

市
役
所
で
も
ト
イ
レ
の
改
修
は

さ
れ
て
い
る
。
市
民
か
ら
も
ト

イ
レ
に
関
す
る
苦
情
を
伺
っ
て

い
る
。
来
年
度
に
完
成
予
定
の

新
分
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
洋
式
で

数
も
多
い
の
が
救
い
だ
が
本
庁

舎
は
、
せ
め
て
ト
イ
レ
の
改
修

を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

新
分
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
、
１
階

と
２
階
に
そ
れ
ぞ
れ
男
性
用
小

便
器
を
４
個
、
男
性
用
洋
式
便

器
を
３
個
、
女
性
用
洋
式
便
器

を
５
個
、
多
目
的
用
を
１
個
、

合
わ
せ
て
26
個
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
本
庁
舎
ト
イ
レ
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
建
物
自
体
が

古
く
、
新
た
に
多
目
的
ト
イ
レ

等
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
構
造

上
難
し
い
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
気
持
ち
よ
く
ト
イ
レ
を

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。
今
後
は
、
既
存
の
和
式
便

器
を
洋
式
便
器
に
転
換
す
る
な

ど
少
し
で
も
ト
イ
レ
環
境
が
良

く
な
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
改

善
し
て
い
き
た
い
。

旧
平
和
支
所
跡
地
に
、
認
定
こ

ど
も
園
建
設
の
た
め
平
和
認
定

こ
ど
も
園
選
考
事
業
を
予
算
に

盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
は
平
和
地

区
の
公
立
保
育
園
を
な
く
す
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
民
営
の
認

定
こ
ど
も
園
に
す
る
の
か
。

建
物
の
老
朽
化
、
借
地
解
消
や

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
の
理

由
で
建
築
す
る
も
の
で
、
公
設

公
営
は
整
備
及
び
運
営
が
市
負

担
、
民
設
民
営
は
国
、
県
か
ら

相
応
の
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら

財
源
の
確
保
が
し
や
す
く
、
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対

応
で
き
る
。

公
立
園
で
も
、
施
設
整
備
費
、

運
営
費
に
も
国
か
ら
の
交
付
税

措
置
が
さ
れ
て
い
る
。
公
募
で

ど
ん
な
施
設
に
す
る
の
か
。

平
和
地
区
の
保
育
園
児
の
受
け

入
れ
を
基
本
に
、
障
が
い
児
保

育
な
ど
の
実
施
を
条
件
に
ニ
ー

ズ
を
勘
案
し
、
教
育
と
保
育
が

活
か
せ
る
よ
う
事
業
者
に
工
夫

を
求
め
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
入
所
決
定

は
園
が
行
う
た
め
入
所
の
保
障

が
な
い
。
民
営
は
産
業
化
に
繋

が
る
。
統
合
は
大
規
模
な
収
容

施
設
と
な
り
、
環
境
が
全
く
変

わ
る
。
保
育
の
質
と
子
ど
も
の

育
ち
が
守
ら
れ
る
の
か
。

健
や
か
な
成
長
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
心
身
の
発
達
を
助
け
、
保

護
者
の
支
援
を
行
う
も
の
と
考

え
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
変

わ
っ
て
も
、
教
育
・
保
育
要
領

に
則
り
運
営
す
る
た
め
、
保
育

の
質
と
子
ど
も
の
育
ち
が
守
ら

れ
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。



フ
ー
ド
バ
ン
ク…

流
通
に
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
食
品
を

　企
業
な
ど
か
ら
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
必
要
と
し
て
い
る

　施
設
や
団
体
、
困
窮
世
帯
に
無
償
で
提
供
す
る
活
動
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ…

食
品
を
収
集
す
る
方
法
の
一
つ
で
、

　集
め
方
も
食
品
関
連
企
業
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

　家
庭
か
ら
集
め
る
活
動
。

※

一
般
社
団
法
人
全
国
フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

食
品
ロ
ス
の
削
減
推
進
に
向
け
た

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
、市

民
へ
の
啓
発
方
法
と
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、宴
席
時
の

乾
杯
後
　
分
間
と
お
開
き
前

10
分
間
は
自
席
で
料
理
を
楽
し

む「
３
０
１
０
運
動
」を
紹
介
し

て
い
る
。稲
沢
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
参
加
や
食

品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
を

啓
発
す
る
と
と
も
に
、ご
み
の

削
減
と
分
別
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
。来
年
度
は
事
業
所

向
け
の
ご
み
減
量
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、配
布
予
定
で
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
と
は
何
か
。ま
た
、本
市
及

び
近
隣
市
の
活
用
状
況
は
。

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
市
で
は
昨
年
　
月
の
消
費

生
活
展
で
実
施
し
、社
会
福
祉

協
議
会
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ

ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋
を
通

し
て
必
要
な
方
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。江
南
市
で
は
昨
年
２
月
、

一
宮
市
が
５
月
、岩
倉
市
が
11

月
に
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、本
市
の
見
解
は
。

10
月
に
初
め
て
開
催
し
た
際
、

参
加
者
か
ら
受
付
期
間
の
延
長
、

車
の
搬
入
場
所
に
つ
い
て
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、来
年

度
環
境
セ
ン
タ
ー
で
期
間
を
決

め
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
に
対
す
る

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

千
葉
県
野
田
市
で
10
歳
の
女
の

子
が
虐
待
を
受
け
亡
く
な
っ
た
。

今
も
ど
こ
か
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
子
が
お
り
、そ
れ
は
稲

沢
で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。私
た
ち
は
虐
待
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
児
童
の
ケ
ー
ス
か

ら
、何
か
を
学
び
と
り
、同
じ
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
。稲
沢
市
の
虐
待
の

件
数
は
平
成
27
年
に
88
件
、28

年
に
１
０
２
件
、
29
年
に
１
２

９
件
と
年
々
増
え
て
い
る
が
、

今
年
度
の
現
状
は
ど
う
か
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年

２
月
ま
で
で
、１
２
７
件
で

あ
っ
た
。

通
報
に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
相
当
数
あ
る
は
ず
な
の
で
、

実
数
は
１
２
７
件
を
超
え
る
と

考
え
る
。昨
年
度
に
確
認
さ
れ

た
虐
待
１
２
９
件
の
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
、虐
待
防
止
策
は
。

虐
待
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
も
の
は
、

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
い
、

保
育
園
、学
校
等
関
わ
り
の
あ

る
機
関
で
も
見
守
り
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、毎
月
開
催

さ
れ
る
要
保
護
児
童
対
策
協
議

会
実
務
者
会
議
で
も
、情
報
交

換
と
対
応
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

見
守
り
や
家
庭
訪
問
な
ど
の
支

援
を
行
う
中
で
、家
庭
が
落
ち

着
き
、虐
待
の
恐
れ
が
な
い
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、い
っ
た
ん
終

結
と
な
る
が
、そ
の
後
の
見
守

り
の
中
で
、再
度
、虐
待
の
恐
れ

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

ケ
ー
ス
検
討
の
対
象
と
な
る
。

加藤孝秋議員

志智　央議員

吉川隆之議員

服部礼美香議員
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８
０
５
０
問
題
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
福
祉
相
談
に
つ
い
て
　

80
歳
代
の
親
と
50
歳
代
の
世
帯

で
、
子
ど
も
が
働
か
ず
、
親
の

年
金
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
の

問
題
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題

へ
の
対
応
は
。

８
０
５
０
問
題
は
、
親
が
健
全

な
う
ち
は
表
面
化
し
な
い
た
め

実
態
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
従
来
相
談
や
支
援
が
複

数
の
課
に
ま
た
が
る
な
ど
問
題

が
あ
り
、
世
帯
の
支
援
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
が
、
平
成
27
年
４
月
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
合
わ
せ
、
福
祉
総
合
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
複
合
的
な
問

題
に
対
応
し
て
い
る
。
８
０
５
０

問
題
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
平

成
28
年
度
が
11
件
、
29
年
度
が

11
件
、
30
年
度
が
７
件
で
、
福

祉
総
合
相
談
窓
口
の
相
談
支
援

員
が
、
関
係
機
関
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

親
が
健
全
な
う
ち
の
解
決
策
は
。

地
域
の
中
で
障
が
い
者
が
生
活

し
て
い
く
地
域
生
活
支
援
拠
点

を
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
５
期

稲
沢
市
障
害
福
祉
計
画
に
お

い
て
32
年
度
中
に
整
備
し
33

年
度
か
ら
運
用
す
る
。

福
祉
の
拠
点
と
な
る
新
分
庁
舎

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
の
実

現
は
。

福
祉
業
務
の
う
ち
子
育
て
・
児

童
の
相
談
を
除
い
た
業
務
を
担

う
福
祉
課
と
地
域
福
祉
の
中
核

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
ワ

ン
フ
ロ
ア
に
し
、
福
祉
相
談
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
し
て
い
き
た
い
。

イ
チ
ョ
ウ
見
本
園
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
整
備
事
業
が
始
ま

る
が
、
観
光
名
所
の
場
と
し
て

名
称
が
（
仮
称
）
で
は
、
い
け

な
い
と
考
え
る
が
、
い
つ
頃
決

定
と
考
え
て
い
る
か
。

正
式
名
称
決
定
の
時
期
は
、
来

年
度
内
に
、
公
募
に
よ
る
決
定

を
考
え
て
い
る
。

完
成
す
れ
ば
黄
葉
ま
つ
り
に
は

大
変
な
数
の
観
光
客
が
見
込
め

る
と
考
え
る
が
、
現
状
で
は
観

光
バ
ス
の
様
な
特
大
車
が
乗
り

入
れ
で
き
な
い
。
人
が
集
ま
る

よ
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

名
鉄
山
崎
駅
踏
切
前
後
に
待
避

所
の
整
備
計
画
が
あ
り
、
検
討

会
で
も
観
光
バ
ス
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
と
意
見
が
あ
り
、

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
と
も
協

議
し
、
進
入
路
や
観
光
バ
ス
の

駐
車
場
、
転
回
場
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

多
額
の
費
用
を
か
け
て
整
備
す

る
見
本
園
な
の
で
、
継
続
的
に

人
を
呼
ぶ
手
だ
て
が
必
要
と
考

え
る
が
、
イ
チ
ョ
ウ
黄
葉
ま
つ

り
以
外
で
の
催
事
は
可
能
か
。

整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
銀

杏
畑
の
景
観
を
生
か
し
、
多
世

代
が
気
軽
に
訪
れ
、
年
間
を
通

し
て
賑
わ
い
の
あ
る
場
の
提

供
」
を
掲
げ
て
お
り
、
四
季
の

イ
チ
ョ
ウ
以
外
に
、
地
域
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
農
産
物
・
特

産
品
の
販
売
、
学
校
の
課
外
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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流
通
に
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
食
品
を

　企
業
な
ど
か
ら
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
必
要
と
し
て
い
る

　施
設
や
団
体
、
困
窮
世
帯
に
無
償
で
提
供
す
る
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動
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食
品
を
収
集
す
る
方
法
の
一
つ
で
、

　集
め
方
も
食
品
関
連
企
業
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
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か
ら
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め
る
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動
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一
般
社
団
法
人
全
国
フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

食
品
ロ
ス
の
削
減
推
進
に
向
け
た

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
、市

民
へ
の
啓
発
方
法
と
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、宴
席
時
の

乾
杯
後
　
分
間
と
お
開
き
前

10
分
間
は
自
席
で
料
理
を
楽
し

む「
３
０
１
０
運
動
」を
紹
介
し

て
い
る
。稲
沢
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
参
加
や
食

品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
を

啓
発
す
る
と
と
も
に
、ご
み
の

削
減
と
分
別
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
。来
年
度
は
事
業
所

向
け
の
ご
み
減
量
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、配
布
予
定
で
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
と
は
何
か
。ま
た
、本
市
及

び
近
隣
市
の
活
用
状
況
は
。

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
市
で
は
昨
年
　
月
の
消
費

生
活
展
で
実
施
し
、社
会
福
祉

協
議
会
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ

ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋
を
通

し
て
必
要
な
方
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。江
南
市
で
は
昨
年
２
月
、

一
宮
市
が
５
月
、岩
倉
市
が
11

月
に
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、本
市
の
見
解
は
。

10
月
に
初
め
て
開
催
し
た
際
、

参
加
者
か
ら
受
付
期
間
の
延
長
、

車
の
搬
入
場
所
に
つ
い
て
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、来
年

度
環
境
セ
ン
タ
ー
で
期
間
を
決

め
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
に
対
す
る

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

千
葉
県
野
田
市
で
10
歳
の
女
の

子
が
虐
待
を
受
け
亡
く
な
っ
た
。

今
も
ど
こ
か
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
子
が
お
り
、そ
れ
は
稲

沢
で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。私
た
ち
は
虐
待
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
児
童
の
ケ
ー
ス
か

ら
、何
か
を
学
び
と
り
、同
じ
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
。稲
沢
市
の
虐
待
の

件
数
は
平
成
27
年
に
88
件
、28

年
に
１
０
２
件
、
29
年
に
１
２

９
件
と
年
々
増
え
て
い
る
が
、

今
年
度
の
現
状
は
ど
う
か
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年

２
月
ま
で
で
、１
２
７
件
で

あ
っ
た
。

通
報
に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
相
当
数
あ
る
は
ず
な
の
で
、

実
数
は
１
２
７
件
を
超
え
る
と

考
え
る
。昨
年
度
に
確
認
さ
れ

た
虐
待
１
２
９
件
の
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
、虐
待
防
止
策
は
。

虐
待
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
も
の
は
、

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
い
、

保
育
園
、学
校
等
関
わ
り
の
あ

る
機
関
で
も
見
守
り
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、毎
月
開
催

さ
れ
る
要
保
護
児
童
対
策
協
議

会
実
務
者
会
議
で
も
、情
報
交

換
と
対
応
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

見
守
り
や
家
庭
訪
問
な
ど
の
支

援
を
行
う
中
で
、家
庭
が
落
ち

着
き
、虐
待
の
恐
れ
が
な
い
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、い
っ
た
ん
終

結
と
な
る
が
、そ
の
後
の
見
守

り
の
中
で
、再
度
、虐
待
の
恐
れ

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

ケ
ー
ス
検
討
の
対
象
と
な
る
。

加藤孝秋議員

志智　央議員

吉川隆之議員

服部礼美香議員

30

10

質疑・一般質問 Q&A…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A&

８
０
５
０
問
題
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
福
祉
相
談
に
つ
い
て
　

80
歳
代
の
親
と
50
歳
代
の
世
帯

で
、
子
ど
も
が
働
か
ず
、
親
の

年
金
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
の

問
題
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題

へ
の
対
応
は
。

８
０
５
０
問
題
は
、
親
が
健
全

な
う
ち
は
表
面
化
し
な
い
た
め

実
態
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
従
来
相
談
や
支
援
が
複

数
の
課
に
ま
た
が
る
な
ど
問
題

が
あ
り
、
世
帯
の
支
援
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
が
、
平
成
27
年
４
月
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
合
わ
せ
、
福
祉
総
合
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
複
合
的
な
問

題
に
対
応
し
て
い
る
。
８
０
５
０

問
題
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
平

成
28
年
度
が
11
件
、
29
年
度
が

11
件
、
30
年
度
が
７
件
で
、
福

祉
総
合
相
談
窓
口
の
相
談
支
援

員
が
、
関
係
機
関
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

親
が
健
全
な
う
ち
の
解
決
策
は
。

地
域
の
中
で
障
が
い
者
が
生
活

し
て
い
く
地
域
生
活
支
援
拠
点

を
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
５
期

稲
沢
市
障
害
福
祉
計
画
に
お

い
て
32
年
度
中
に
整
備
し
33

年
度
か
ら
運
用
す
る
。

福
祉
の
拠
点
と
な
る
新
分
庁
舎

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
の
実

現
は
。

福
祉
業
務
の
う
ち
子
育
て
・
児

童
の
相
談
を
除
い
た
業
務
を
担

う
福
祉
課
と
地
域
福
祉
の
中
核

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
ワ

ン
フ
ロ
ア
に
し
、
福
祉
相
談
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
し
て
い
き
た
い
。

イ
チ
ョ
ウ
見
本
園
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
整
備
事
業
が
始
ま

る
が
、
観
光
名
所
の
場
と
し
て

名
称
が
（
仮
称
）
で
は
、
い
け

な
い
と
考
え
る
が
、
い
つ
頃
決

定
と
考
え
て
い
る
か
。

正
式
名
称
決
定
の
時
期
は
、
来

年
度
内
に
、
公
募
に
よ
る
決
定

を
考
え
て
い
る
。

完
成
す
れ
ば
黄
葉
ま
つ
り
に
は

大
変
な
数
の
観
光
客
が
見
込
め

る
と
考
え
る
が
、
現
状
で
は
観

光
バ
ス
の
様
な
特
大
車
が
乗
り

入
れ
で
き
な
い
。
人
が
集
ま
る

よ
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

名
鉄
山
崎
駅
踏
切
前
後
に
待
避

所
の
整
備
計
画
が
あ
り
、
検
討

会
で
も
観
光
バ
ス
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
と
意
見
が
あ
り
、

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
と
も
協

議
し
、
進
入
路
や
観
光
バ
ス
の

駐
車
場
、
転
回
場
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

多
額
の
費
用
を
か
け
て
整
備
す

る
見
本
園
な
の
で
、
継
続
的
に

人
を
呼
ぶ
手
だ
て
が
必
要
と
考

え
る
が
、
イ
チ
ョ
ウ
黄
葉
ま
つ

り
以
外
で
の
催
事
は
可
能
か
。

整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
銀

杏
畑
の
景
観
を
生
か
し
、
多
世

代
が
気
軽
に
訪
れ
、
年
間
を
通

し
て
賑
わ
い
の
あ
る
場
の
提

供
」
を
掲
げ
て
お
り
、
四
季
の

イ
チ
ョ
ウ
以
外
に
、
地
域
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
農
産
物
・
特

産
品
の
販
売
、
学
校
の
課
外
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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議案第   22号
議案第   23号
議案第   24号
議案第   25号
議案第   26号
議案第   27号
議案第   28号
議案第   29号
議案第   30号

報告第     1号

同意案第  1号
同意案第  2号
同意案第  3号

請願第     1号

意見書案第   1号

専決処分の報告について

人権擁護委員の推薦について
公平委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について

「消費税10％増税の中止を求める意見書」採択を求める請願

農協改革に関する意見書

賛成多数
全員賛成
全員賛成

全員賛成

全員賛成
全員賛成
全員賛成
賛成多数
賛成多数
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

全員賛成
全員賛成
全員賛成

賛成少数

全員賛成

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意
同意
同意

不採択

可決

（報告）

（同意案）

（請願）

（意見書）

発議案第  1号 稲沢市議会基本条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決
（発議）

稲沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

稲沢市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

稲沢市母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市遺児手当支給条例の一部を改正する条例について
稲沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
工場立地法第４条の２第１項の規定に基づく稲沢市の準則を定める条例の一部を改正する条例について
稲沢市勤労福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市平和工業団地開発事業に係る土地提供者奨励金交付条例を廃止する条例について
尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業施行規程を廃止する条例について
尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計設置に関する条例を廃止する条例について
財産（土地）の処分について
平成31年度稲沢市一般会計予算
平成31年度稲沢市国民健康保険特別会計予算
平成31年度稲沢市介護保険特別会計予算
平成31年度稲沢市後期高齢者医療特別会計予算
平成31年度稲沢市祖父江霊園事業特別会計予算
平成31年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計予算
平成31年度稲沢市病院事業会計予算
平成31年度稲沢市水道事業会計予算
平成31年度稲沢市公共下水道事業会計予算
平成31年度稲沢市集落排水事業会計予算
稲沢市立中央子育て支援センター新築工事の請負契約の締結について
平成30年度稲沢市一般会計補正予算（第6号）
平成30年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第3号）
平成30年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）
平成30年度尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）
平成30年度稲沢市病院事業会計補正予算（第1号）
平成30年度稲沢市水道事業会計補正予算（第2号）

請 　 願
第 1 号

議 　 案
第 1 7号

議 　 案
第 1 6号

議 　 案
第 1 5号

議 　 案
第 1 4号

議 　 案
第 9 号

議 　 案
第 8 号

議 　 案
第 1 号

議員名

議案
番号

※ 全員が賛成した議案は記載を省略しています。
※ 長屋宗正議員は議長のため採決には加わりません。

（○は賛成、●は反対）

　
次
の
方
々
の
推
薦
、選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員

　
加
賀
　
鐘
三
　
氏

　
　
　（
奥
田
町・新
任
）

　
今
井
　
信
幸
　
氏

　
　
　（
平
和
町
西
光
坊・新
任
）

○
公
平
委
員
会
委
員

　
森
　
清
次
　
氏

　
　
　（
日
下
部
北
町・再
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
倉
見
　
輝
男
　
氏

　
　
　（
平
細
工
蔵
町・再
任
）

　
寺
澤
　
誠
　
氏

　
　
　（
陸
田
一
里
山
町・再
任
）

　
隅
田
　
省
三
　
氏

　
　
　（
六
角
堂
東
町・新
任
）

　
次
の
請
願
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

請
願
第
１
号
　「
消
費
税
10
％
増
税

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」採
択
を

求
め
る
請
願

　
３
月
定
例
会
の
最
終
日
に
意
見

書
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

可
決
し
、25
日
付
け
で
内
閣
総
理
大

臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
案
第
１
号
　
農
協
改
革
に

関
す
る
意
見
書

　
稲
沢
市
議
会
基
本
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
は
、第
　
条「
見
直
し
手

続
」の
規
定
に
よ
り
、現
在
の
議
会

運
営
の
状
況
を
鑑
み
、議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
に
て
検
証
を
行
っ

た
後
、今
回
の
改
正
案
を
提
出
し
、

25
日
付
け
で
全
会
一
致
に
て
可
決

し
ま
し
た
。
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同意案第  1号
同意案第  2号
同意案第  3号

請願第     1号

意見書案第   1号

専決処分の報告について

人権擁護委員の推薦について
公平委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について

「消費税10％増税の中止を求める意見書」採択を求める請願

農協改革に関する意見書

賛成多数
全員賛成
全員賛成

全員賛成

全員賛成
全員賛成
全員賛成
賛成多数
賛成多数
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

全員賛成
全員賛成
全員賛成

賛成少数

全員賛成

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意
同意
同意

不採択

可決

（報告）

（同意案）

（請願）

（意見書）

発議案第  1号 稲沢市議会基本条例の一部を改正する条例について 全員賛成 可決
（発議）

稲沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

稲沢市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

稲沢市母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市遺児手当支給条例の一部を改正する条例について
稲沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
工場立地法第４条の２第１項の規定に基づく稲沢市の準則を定める条例の一部を改正する条例について
稲沢市勤労福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
稲沢市平和工業団地開発事業に係る土地提供者奨励金交付条例を廃止する条例について
尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業施行規程を廃止する条例について
尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計設置に関する条例を廃止する条例について
財産（土地）の処分について
平成31年度稲沢市一般会計予算
平成31年度稲沢市国民健康保険特別会計予算
平成31年度稲沢市介護保険特別会計予算
平成31年度稲沢市後期高齢者医療特別会計予算
平成31年度稲沢市祖父江霊園事業特別会計予算
平成31年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計予算
平成31年度稲沢市病院事業会計予算
平成31年度稲沢市水道事業会計予算
平成31年度稲沢市公共下水道事業会計予算
平成31年度稲沢市集落排水事業会計予算
稲沢市立中央子育て支援センター新築工事の請負契約の締結について
平成30年度稲沢市一般会計補正予算（第6号）
平成30年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第3号）
平成30年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）
平成30年度尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）
平成30年度稲沢市病院事業会計補正予算（第1号）
平成30年度稲沢市水道事業会計補正予算（第2号）

請 　 願
第 1 号

議 　 案
第 1 7号

議 　 案
第 1 6号

議 　 案
第 1 5号

議 　 案
第 1 4号

議 　 案
第 9 号

議 　 案
第 8 号

議 　 案
第 1 号

議員名

議案
番号

※ 全員が賛成した議案は記載を省略しています。
※ 長屋宗正議員は議長のため採決には加わりません。

（○は賛成、●は反対）

　
次
の
方
々
の
推
薦
、選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員

　
加
賀
　
鐘
三
　
氏

　
　
　（
奥
田
町・新
任
）

　
今
井
　
信
幸
　
氏

　
　
　（
平
和
町
西
光
坊・新
任
）

○
公
平
委
員
会
委
員

　
森
　
清
次
　
氏

　
　
　（
日
下
部
北
町・再
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
倉
見
　
輝
男
　
氏

　
　
　（
平
細
工
蔵
町・再
任
）

　
寺
澤
　
誠
　
氏

　
　
　（
陸
田
一
里
山
町・再
任
）

　
隅
田
　
省
三
　
氏

　
　
　（
六
角
堂
東
町・新
任
）

　
次
の
請
願
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

請
願
第
１
号
　「
消
費
税
10
％
増
税

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」採
択
を

求
め
る
請
願

　
３
月
定
例
会
の
最
終
日
に
意
見

書
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

可
決
し
、25
日
付
け
で
内
閣
総
理
大

臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
案
第
１
号
　
農
協
改
革
に

関
す
る
意
見
書

　
稲
沢
市
議
会
基
本
条
例
の
改
正

に
つ
い
て
は
、第
　
条「
見
直
し
手

続
」の
規
定
に
よ
り
、現
在
の
議
会

運
営
の
状
況
を
鑑
み
、議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
に
て
検
証
を
行
っ

た
後
、今
回
の
改
正
案
を
提
出
し
、

25
日
付
け
で
全
会
一
致
に
て
可
決

し
ま
し
た
。
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2019
5月号

意見交換会の様子（1月21日　愛知文教女子短期大学にて）　詳細は次ページ以降に掲載しています。

議員研修会の様子

議
員
研
修
会
を
開
催

表
彰

　
２
月
25
日
に
「
情
報
社
会
に
お
け

る
地
方
公
共
団
体
の
あ
り
方
」を
テ
ー

マ
に
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
で

あ
る
伊
藤
昭
浩
氏
を
迎
え
、
情
報
社

会
に
お
け
る
現
状
や
動
向
を
踏
ま
え
、

稲
沢
市
が
今
後
の
さ
ら
な
る
情
報
化

に
対
応
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
を
中
心
に
情
報
化
へ
の
対
応
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
愛
知
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
小
牧
市
）
に
お
い
て
、
川
合
正
剛

前
議
長
、
六
鹿
順
二
前
副
議
長
に
正

副
議
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
津

市
）
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
議
員
15
年
表
彰

　
本
会
議
は
、
市
役
所
３
階
の
議
場

で
午
前
９
時
30
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
次
回
開
催
の
６
月
定
例
会
会
期

日
程
（
案
）
を
ご
案
内
し
ま
す
。

６
月

　
6
日
（
木
） 

開
会

　
13
日
（
木
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
14
日
（
金
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
17
日
（
月
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
18
日
（
火
） 

質
疑
・
一
般
質
問
予
備
日

　
19
日
（
水
） 

総
務
委
員
会

　
20
日
（
木
） 

文
教
厚
生
委
員
会

　
21
日
（
金
） 

経
済
建
設
委
員
会

　
24
日
（
月
） 

委
員
会
予
備
日

　
25
日
（
火
） 

委
員
会
予
備
日

　
26
日
（
水
） 

議
会
運
営
委
員
会

　
27
日
（
木
） 

閉
会

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

6
月
定
例
会
開
催
予
定

■ 意見交換会を開催しました Ｐ２～Ｐ４
■ 議会報告会を開催します Ｐ５
■ ホームページをリニューアルしました Ｐ６
■ ３月定例会
　　　 平成31年度予算 Ｐ７
　　　 各会計当初予算比較表 Ｐ８
　　　 質疑・一般質問　11人が一般質問 Ｐ８～Ｐ１３
　　　 議決結果 Ｐ１４
　　　 賛否表、同意案、請願、意見書、発議案 Ｐ１５
■ 議員研修会、議員表彰、６月定例会開催予定等 Ｐ１６

六鹿順二議員 川合正剛議員杤本敏子議員杉山茂和議員 長屋宗正議員

※ 残余分については、市へ返還しています

（単位：円）

創生会

2,160,000 1,440,000 960,000 480,000

誠和会 市民クラブ 日本共産党
稲沢市議会議員団

公明党
稲沢市議団

480,000
716,608 820,208 207,474 199,614

114,82488,400183,990208,270
370,080200,340198,3961,125,284

77,45821,520
480,000654,1201,226,8741,918,992

62,31677,100
391,896
88,1040305,880213,126241,008


